
選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

施工計画及び積算 

 建設部門 

 
専門とする事項： 

必須論文 想定必須問題 
 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

１ ． 食 料 の 安 定 供 給 ・ 持 続 的 な 農 業 の 発 展 へ の 対 策  

１ ． １ 農 作 物 の 生 産 の 場 面  

農 業 者 の 減 少 ・ 高 齢 化 が 著 し く 進 展 し て お り 、 国 内

に お け る 食 料 供 給 体 制 の 維 持 が 困 難 と な っ て い る 。 ま

た 、 維 持 管 理 が 行 き 届 か な く な っ た 農 地 が 荒 廃 農 地 と

な り 、 耕 地 面 積 の 減 少 も 招 い て い る 。 農 業 生 産 を 向 上

さ せ 、 農 業 の 持 続 的 発 展 を 図 る た め に は 、 生 産 基 盤 整

備 に よ り 条 件 の 良 い 農 地 の 整 備 が 必 要 で あ る 。 以 上 よ

り 、 技 術 の 観 点 ① か ら 、 優 良 農 地 の 確 保 が 課 題 で あ る 。  

 

１ ． ２ 農 産 物 の 加 工 ・ 流 通 ・ 消 費 の 場 面  

人 口 減 少 等 に よ り 小 売 業 や 物 流 の 採 算 が と れ な い 地

域 が 発 生 し て お り 、 食 品 を 簡 単 に 購 入 で き な い 消 費 者

が 増 加 し て い る 。 ま た 、 2  0  2  4 年 ４ 月 か ら ト ラ ッ ク

運 転 手 の 時 間 外 労 働 に 上 限 が 適 用 さ れ 、 物 流 が 停 滞 す

る リ ス ク ② も 生 じ て い る 。 こ の た め 、 今 後 さ ら に 買 い

物 困 難 者 が 増 加 す る と 予 測 さ れ て い る ③ 。 以 上 よ り 、

物 流 の 観 点 か ら 、 円 滑 な 食 品 ア ク セ ス の 確 保 が 課 題 ④

で あ る 。  

 

② 停滞は少し言い過ぎのような気がします。→「物流サービスが低下するリスク」 

③ 局所的な問題点に言及するより共通した問題点にした方が良いと思います。→「脆弱な供給体制

になることが懸念されている」 

④ 課題が分かりづらいです。また、前項の修正で体制に難ありと前振りしているので「体制面の観

点から、サプライチェーンの確保が課題」としてはいかがでしょうか。 

① 前段で持続的発展と述べているので、ここは「持続性の観点」としてはいかがでしょうか。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 
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技術部門    

施工計画及び積算 
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専門とする事項： 

必須論文 想定必須問題 
 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

１ ． ３ 農 業 の 経 営 の 場 面  

基 幹 的 農 業 従 事 者 の ６ ５ 歳 以 上 の 割 合 は 約 ７ 割 を 占

め 、 年 々 高 齢 化 し て い る 。 ま た 、 生 産 年 齢 人 口 の 減 少

に よ り 後 継 者 不 足 が 深 刻 と な っ て い る 。 し か し 、 約 ７

割 の 経 営 体 が 今 後 ５ 年 以 内 の 後 継 者 を 確 保 し て い な い

状 況 で あ り 、 大 半 の 経 営 体 に お い て 、 経 営 継 承 が 困 難

と 見 込 ま れ る ⑤ 。 以 上 よ り 、 人 材 の 観 点 か ら 、 後 継 者

の 確 保 が 課 題 ⑥ で あ る 。  

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

農 業 生 産 基 盤 の 整 備 は 、 食 料 の 安 定 供 給 ・ 持 続 的 な

農 業 の 発 展 に 直 結 す る た め 、 「 優 良 農 地 の 確 保 」 を 最

も 重 要 な 課 題 と 考 え 、 解 決 策 を 以 下 に 述 べ る 。  

２ ． １ 農 地 の 大 区 画 化  

⑤ 「後継者不足の深刻化」と「７割が後継者を確保していない状況」は同じことを説明していませ

んか（「しかし」とありますが逆接になっていませんね）。また、その結果である「経営継承が

困難」も同様の意味合いであり、同じことが何度も説明されているように見えます。前述してい

る課題と同じように、現状→問題点→必要性→結論の構成で整理すると良いと思います。 

⑥ この課題設定は適切ではあるものの、⑤のようにすべて後継者不足（確保）に終始していますの

で、もう少し踏み込んだ課題設定とした方がより良いと思います。⑤の指摘を含め、整理すると

以下のような例が考えられます（課題は例ですので、参考程度に）。 

→「基幹的農業従事者の６５歳以上の割合は約７割を占め、年々高齢化している。このため、約

７割の経営体が５年以内に経営承継ができない状況であり、後継者不足が深刻化している。この

ような状況の中、少ない人員で農業生産能力を維持するとともに、担い手が魅力を感じる安定し

た営農が求められている。以上より、人材面の観点から、生産性の向上が課題である。」 
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日 本 の 水 田 面 積 は 2  3  5 万 h  a  で あ り 、 そ の 内 5  0 a  

以 上 の 大 区 画 ほ 場 は 2  8 万 h  a （ 約 1 2 ％ ） と 少 な い 。 ま

た 、 水 田 面 積 の 約 3  2 %  は 3  0 a に も 満 た な い 狭 小 な ほ

場 で あ る 。 狭 小 な 農 地 で は 、 農 業 機 械 の 旋 回 回 数 や 、

農 地 間 の 移 動 に 時 間 が か か る 。 こ の た め 、 農 地 の 大 区

画 化 を 行 い 、 作 業 時 間 の 短 縮 と 生 産 コ ス ト の 削 減 を 図

る ⑦ 。 大 区 画 化 後 、 大 型 機 械 を 導 入 す る こ と に よ り 作

業 効 率 の 大 幅 な 向 上 が 可 能 と な る 。 区 画 規 模 検 討 の 際

は 、 水 口 か ら 耕 区 反 対 側 へ の 用 水 到 達 時 間 、 地 表 水 の

排 除 時 間 に 配 慮 す る ⑧ 。 以 上 の よ う に 、 農 地 の 大 区 画

化 を 行 い 、 優 良 農 地 の 確 保 を 図 る 。  

 

２ ． ２  水 田 の 汎 用 化  

よ り 高 収 益 な 作 物 を 導 入 す る た め 、 水 田 の 汎 用 化 を

⑦ ここは解決策を書くところです。大区画が必要な背景などは、書いてはダメという訳ではありま

せんが、この場合は量が多すぎます。もっと端的にまとめ、どのように大区画化を進めるのかと

いった手法に力点を置きましょう。 

⑧ これも同じです。効果や配慮事項の前にどうやって大区画化を進めるのかといった手法がありま

せん。この方法論が解決策では重要になります。 

・自動走行農機の導入に対応した区画規模、長辺長・短辺長の考え方 

・作業性向上のための農道、耕区間移動通路の考え方 

・ターン農道、管水路形式の末端用排水路等の考え方 

・畔抜き工法による大区画化など整備手法 

などなど、具体例≒技術力と理解してください。一般論を脱しないと評価を得ることはできませ

ん。 
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推 進 す る 。 水 田 面 積 の 内 、 汎 用 化 さ れ て い な い 水 田 は

約 5  3 ％ で あ る 。 食 料 安 定 供 給 や 農 家 所 得 向 上 の た め

に は 、 水 田 へ の 畑 作 物 の 導 入 が 重 要 で あ る が ⑨ 、 畑 作

物 は 湿 害 に 弱 い 。 こ の た め 、 暗 渠 排 水 や 排 水 路 の 整 備

に よ り 排 水 性 を 確 保 す る ⑩ 。 ま た 、 排 水 性 向 上 に よ る

農 作 物 の 品 質 向 上 、 収 量 増 加 が 見 込 ま れ る 。 地 耐 力 の

向 上 に よ り 大 型 機 械 の 導 入 も 可 能 と な る 。 以 上 の よ う

に 、 水 田 の 汎 用 化 を 推 進 す る こ と に よ り 、 優 良 農 地 の

確 保 が 可 能 ⑪ と な る 。  

 

３ ． 波 及 効 果 と 懸 念 事 項 へ の 対 応 策  

３ ． １  波 及 効 果 ：  農 地 の 大 区 画 化 や 水 田 の 汎 用 化 ・

畑 地 化 を 契 機 と し た 農 地 の 集 積 ・ 集 約 化 が 推 進 さ れ る 。

こ れ に よ り 、 ⑫ 農 家 の 大 規 模 経 営 化 や 法 人 化 の 推 進 を

図 る こ と が で き る ⑬ 。  

⑨ これも同じですね。やることを中心に書きましょう。 

⑩ ここも排水路整備で終わらせるのではなく、どのような整備を行うのか。どういった手順で行う

のか、手法とその適用判断などここが技術力アピールになります。背景や効果も書いていいです

が、最も重要なのはやること（解決策）です。ここを細かく説明しないと一般論になってしまい

ます。 

⑪ 課題は、優良農地の確保ですから、この結果は当然ということになります。不要。 
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●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

 

３ ． ２  懸 念 事 項 へ の 対 応 策 ：  農 家 が 大 規 模 経 営 と な

っ た 場 合 、 個 々 の 農 地 の 水 管 理 等 、 多 く の 維 持 管 理 を

少 な い 人 員 で 行 わ な け れ ば な ら な い こ と が 懸 念 さ れ る

⑭ 。 こ の 対 応 策 と し て 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 水 管 理 を 導

入 す る 。 用 水 路 末 端 に カ メ ラ や 水 位 計 、 自 動 給 水 栓 を

設 置 す る こ と で 、 水 深 や 水 量 の 遠 隔 監 視 、 自 動 制 御 が

可 能 と な り 、 維 持 管 理 労 力 が 削 減 さ れ る ⑮ 。  

 

４ ． 業 務 遂 行 に お い て 必 要 な 要 件  

４ ． １  技 術 者 と し て の 倫 理 の 観 点 ：  技 術 者 と し て 公

益 の 確 保 や 、 公 衆 の 安 全 、 健 康 及 び 福 利 を 守 る こ と が

要 件 と な る 。 特 に 、 周 辺 施 設 と 一 体 的 な 整 備 を 行 う 区

画 整 理 は 特 に 公 共 性 が 高 い ⑯ 。 非 農 業 者 を 含 め た 地 域

住 民 と の 十 分 な 合 意 形 成 や 、 安 全 に 配 慮 し た 設 計 を 行

う こ と に 留 意 す る 。  

⑭ 懸念事項というより、予想される状況に見えます。状況の先にあるリスクを説明しましょう。→

「多大な維持管理業務が発生することで、適切な維持管理ができないリスクが生じる。」 

⑮ 対応策なので可能性ではなくやることとして記述しましょう。→「・・・制御を行い維持管理労

力を削減する。」 

⑫ 解決策の内容を改めて書く必要はありません（スペースがもったいない）。→「上記解決策によ

り、」 

⑬ 的確な解答とするために、文末は「・・・といった波及効果がある。」とした方が良いでしょ

う。また、推進ではなく、効果なので「促進される」ですかね。 
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●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

 

４ ． ２  社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点 ：  地 球 環 境 の 保 全 に

努 め る こ と が 要 件 と な る 。 農 村 は 様 々 な 生 物 の 住 処 で

あ る た め 、 生 態 系 の 十 分 な 調 査 や 環 境 に 配 慮 し た 設 計

を 行 う こ と に 留 意 す る 。 －  以 上 －  

⑯ なぜ、いきなり区画整理の話をするのでしょうか。違和感があります。 


